
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

ボーリング大会に参加しました！ 

平成２９年 3月 3日ふれあいボウリング大会が行われ、約 50名参加した一般の

部で、かりいほからは 6名が参加しました。少しずつ練習を積み重ねた結果、好

成績を収めることが出来ました。ストライクやスペアが出る度に、みんなで喜

び、楽しんでいる様子でした。全員が今回の結果を踏まえながら、来年はさらに

良い成績を残せるよう頑張っています。 

 

 

 かりいほ便り 
 第１５号  

平成２９年３月２５日 

～かりいほ参加者成績～ 

一般男子の部           一般女子の部 

 

望月 利浩 2位 (288p)       真山 尚美 2位 (239p) 

薄井 稜   3位 (268p)       星野 文絵 12位 (110p) 

山本 大達 4位 (255p) 

前岡 広史 12位 (191p) 

みんなで  

ハイタッチ！ 

みんな景品を 

貰えました！ 



 

 

ページ 2 

年越しも押し迫る平成２８年１２月２５日、年中行事のお餅つきが行

われました。天気も良く温かい日で、９時より準備を始めました。昔な

がらの臼と杵を使うお餅つきです。力自慢の利用者の晴れ舞台です。 

蒸したもち米を臼に入れ、まずは２人で杵を使いこねる作業から。指

をぶつけないように、２人で息を合わせてもち米をつぶします。ある程

度粘りが出るまで繰り返します。ここまで来たら、いよいよ餅つきで

す。大きな杵を力いっぱい振り上げ、掛け声とともに振り下ろします。 

「ヨイショ」 

みんなで声を出して数を数えながら１つ２つ３つ……手返しの人と息

を合わせてやります。力が入りすぎて、的をはずす子もいますが、けが

をしなければご愛敬ということでご勘弁を。力のない子は、小さな軽い

杵でゆっくりやり、全員が頑張ります。力自慢の利用者は、何度もつい

たりこねたり、出来ない人の分もカバーして頑張りました。食べる方は

全員が晴れ舞台で、配る順番待ちで争いがおきるほどです。 

種類は、きなこ、納豆、あずき、すりおろし大根、ごまの５種類で、

お腹いっぱいほおばっていました。皆様も喉つまりには気を付けて下さ

い。かりいほも小さくちぎってゆっくり食べるように注意しました。 

朝から始めてお昼過ぎまで８臼つきました。５臼分は、みんなで食べ

てしまう勢いでした。 

その餅がその後どうなるか？ 

残った分は、のしもちや鏡もちになります。 

それに、お雑煮や力うどん、そば、お鍋、おかきに…、今後のお昼や

夕食の逸品に…。 

日頃仕事に追われていますが、今日はお餅つきで季節感をみんなで感

じました。 

楽しい大切な日を、かりいほ全員で過ごせた良い１日でした。 

 

餅つきに思いを寄せて 

よいしょ！ 

 

もう一回！ 

 

形よくまとめ

るのがおいし

さの秘けつで

す。 
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クリスマス会が開かれました 

平成２８年１２月２４日、毎年みんなが楽しみにしている行事の 1つ、ク

リスマス会が行われました。 

今年はケーキ作りにボランティアの方々が協力して下さり、希望した男女

の利用者がそれぞれの個性を活かしたケーキを頑張って作りました。 

恒例のビンゴ大会では、ぬいぐるみやバッグなど豪華な景品が用意され、

みんな必死になりながらも楽しむ様子が見られました。 

今年のクリスマス会ではもう 1つ職員による出し物があり、女性職員 3人

によるＰＰＡＰを披露しました。職員に合わせて踊り出す人、手振りを真似

する人、ただただ笑っている人と好評を博しました。見終えた利用者さんに

感想を聞くと、来年もやって欲しいというような感想が聞かれました。 

うまく 

デコレーション 

できるかな？ 

ＰＰＡＰな職員 

ごちそうに舌鼓！ 
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かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wix.com/home 

仕事人目線☆ 「薪づくり」編 

 今回からかりいほで行われている作業について、より詳しく知りたいという

ことで、始まりました「仕事人目線」。今回は、薪について触れたいと思いま

す。 

かりいほでは、平成２５年頃から施設長の考案でキャンプ用の薪づくりをし

ています。薪の原料は、地域の木材店から、製材の際にでる杉の廃材を提供し

てもらっています。 

トラックで積み込んできた材木は、堆肥舎として使われている小屋におろし

ます。小屋の中は、区切りがあるので、それぞれの作業場として活用していま

す。材木を手なたで割る作業、３０ｃｍの長さに手のこで切る作業、切った薪

を野菜ネットに入れる作業と、分かれて作業しています。すべての作業は、手

作業で、「手作り品」としてキャンプ場へ出荷しています。キャンプ場は、塩

原の温泉地にあり、そこまでトラックで１年を通して納品します。概ね１０ℓ

のバケツ以上に入れられた薪の量は、キャンプ場に訪れた人たちに焚き火など

に使われて楽しまれています。 

キャンプ場に陳列された薪 

薪と炭の 

ご用命がありましたら 

ご連絡ください！ 

30 ㎝の棒に合わせて切っている様子 薪を野菜ネットに入れている状態 


